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 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 22 July, 2016

 Contact point for the notice : Yoshikatsu

Ogasawara, Procurement Section, Procure‑

ment Division, Hokkaido University, Kita 8

Nishi 5 Kita‑ku Sapporo‑shi 0600808 Ja‑
pan, TEL 0117064552

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 28 年６月 21 日
国立大学法人弘前大学
契約担当役 医学部附属病院長 福田 眞作
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 02
〇第３号
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量 内視鏡手術システ
ム 一式
 調達方法 購入等
 導入予定時期 平成28年度１月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
ａ 各診療科の内視鏡手術に対応可能である
こと。
ｂ 移動型及び手術室固定型について提案す
ること。
ｃ 既存の器具が使用可能であること。
ｄ 術中画像記録が可能であること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成28年８月８日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒0368563 青森県弘前市本町53
弘前大学医学部附属病院経理調達課 調達
担当 葛西 一宏 電話0172395197

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 平成28年６月21日から平成28年
８月８日まで。
 交付場所 上記２に同じ。

４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 平成28年７月１日15時00分
 開催場所 弘前大学医学部附属病院小会議
室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary
 Classification of the products to be pro‑

cured : 22, 31
 Nature and quantity of the products to be

purchased : Endoscopic Surgery System 1

Set
 Type of the procurement : Purchase
 Basic requirements of the procurement :
ａ Available for general use in endoscopic

surgery of all departments.
ｂ Provide plans in both mobile and type

system.
ｃ Adaptable to existing endoscopic surgi‑

cal instruments.
ｄ Include intraoperative image recording

system.
 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 8 August, 2016
 Contact point for the notice : Kazuhiro

Kasai, Accounting Procurement Division,

Hirosaki University Hospital, 53 Hon‑cho

Hirosaki‑shi Aomori Japan 0368563 Ja‑
pan, TEL 0172395197

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
平成 28 年６月 21 日
国立大学法人東京大学総長 五神 真

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 13
〇第６号
１ 調達内容
 品目分類番号 14
 導入計画物品及び数量 物性研究所先端利
用スーパーコンピュータシステム 一式
 調達方法 借入
 導入目的 本システムは、これを国立大学
法人東京大学物性研究所が管理・運用し、全
国共同利用の仕組みを通して、物性科学にお
ける今後の高性能計算システムのあり方につ
いて検討を行うために導入するものである。

 導入予定時期 平成29年度10月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 本システムは、分散記憶型並列計算機を
構成する計算ノード、大容量共有ファイル
システム、大容量バックアップシステム、
及びこれらを接続するネットワーク、ユー
ザがログインするためのログインノードな
どからなる。
Ｂ 計算ノードは以下のハードウェア要件を
満たしていること。
ａ 総理論演算性能（倍精度浮動小数点演
算）が10PFLOPS以上であること。実
効演算性能については、ベンチマークに
より評価する。
ｂ 計算ノードは電力性能に優れた汎用Ｃ
ＰＵにより構成されていること。汎用Ｃ
ＰＵの他に演算加速装置部を搭載しては
ならない。
ｃ 計算ノード間のネットワークの物理性
能、ならびにネットワークトポロジは、
全系計算において十分な実効性能を発揮
できるものとすること。
ｄ 後述する共有ファイルシステムに各
ノードから均一かつ高速にアクセスでき
ること。
ｅ 計算ノードにて発生する熱の大部分を
水冷方式により冷却すること。

Ｋ 設置面積・耐床面荷重等の設置要件を十
分に考慮に入れたシステムを提案するこ
と。
Ｌ 導入システム全体の消費電力は、300
kVA以下であること。運用時は200kVA以
下であることが望ましい。ＣＰＵ、メモリ
およびディスク装置が連続的に稼働し続け
た際にも十分な廃熱が行えるよう、電源容
量、空調、設置方式を考慮すること。
Ｍ ファイヤウォール装置を介して外部ネッ
トワークに接続すること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 平成28年８月５日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）

Ｃ 本システムは以下のソフトウェア環境を
提供すること。
ａ OpenMP APIを有するFortran90、C、
C++の処理系を備えること。ノード内自
動並列化機能を有することが望ましい。
ｂ ＭＰＩ20規格に準拠したＭＰＩ処理
系を提供すること。ＭＰＩ21規格に対
応していることが望ましい。
ｃ 高度に並列化・最適化された数値計算
ライブラリ、性能チューニングのための
ツールを含むプログラミング環境を提供
すること。
ｄ オペレーティングシステムはＵＮＩＸ
系であること。Linuxであることが望ま
しい。また、そのソフトウェアスタック
は、現有計算機のソフトウェアスタック
との円滑なる移行が可能であること。
ｅ 全国共同利用に適したジョブキューイ
ングシステムを提供すること。

Ｄ 大容量共有ファイルシステムは、500Ｔ
Ｂ以上の実効容量を持つこと。オープン
ソースで高速かつ高信頼な並列ファイルシ
ステムを有すること。
Ｅ 大容量バックアップシステムはユーザ
の／home領域を数世代にわたりバック
アップするのに十分な速度及び容量を持つ
こと。実現方式については資料提供招請段
階では規定しない。
Ｆ 多人数が同時に接続し、ジョブの投入や
ファイル操作を行うログインノードを用意
すること。
Ｇ 現有システムに保有されているデータ・
機構の円滑な移行を行うこと。また、シス
テムの導入、移行、保守、障害や稼働状態
の調査、各種設定の変更、講習会やプログ
ラム相談などの利用者支援、に関して全面
的な支援・協力を行うこと。
Ｈ 冷却システムは既存の水冷システムを利
用すること。
Ｉ ハードウェア及びソフトウェアの信頼性
が高く、24時間365日の連続したサービス
が安定的に行えること｡
Ｊ ハードウェア故障時の交換、ＯＳ、コン
パイラ、ライブラリ等の問題修正を含むソ
フトウェア等のバージョンアップに速やか
に対応できる保守体制をとること。
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